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アンケート調査結果

対象： 全国国公私立医科大学（医学部）80校
医学部長あるいは教育担当責任者

調査時期： 平成22年12月～平成23年1月



ある

68校
(86%)

ない

11 校
(14%)

回答
79校

1． 教員から「学生の学力が低下して」いるという意見
があったり、その様な傾向があったりしますか。
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1.   入学試験点数の低下

2.   1年次における理科（生物、物理、化学）の成績低下

3.   1年次で補講が必要

4.   その他の学年の成績低下

5.   CBT、OSCEの成績低下

6.   臨床実習中の知識・技能・態度の変化

7.   国家試験合格率あるいは得点の低下

8.   文章作成やプレゼンテンション等による表現能力の低下

9.   授業出席率の低下

10.   授業中の態度（私語や教員の指示への対応）の変化

11.   課外活動（クラブ活動、アルバイトなど）の変化

12.   進級試験不合格者数の増加

13.   卒業試験不合格者数の増加

14.   休学者・退学者の増加

15.   その他

（校）

（回答68 校）

２．「学生の学力が低下している」とする根拠としてどの
ような事項が考えられますか
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1.   18歳人口の減少

2.   若者全体のモチベーションの低下

3.   小中高校の、いわゆる「ゆとりカリキュラム」導入

4.   医学部定員の増加

5.   地域枠の導入

6.   医学部教員不足

7.   医学部教員の多忙

8.   医学部教育環境の整備不足

9.   大学の法人化

10.   大学院重点化

11.   H3年大学設置基準の改正（教養と専門の枠撤廃）

12.   平成16年の新臨床研修制度の導入

13.   平成16年のマッチング制度導入の影響

14.   その他

（校）

（回答77 校）

３．「学生の学力低下」が懸念される場合、その原因と
してどのような事項が考えられますか



ある

70校
(90%)

ない

8校
(10%)

回答

78校

４．「学生の学力低下」に対する何らかの対策を

講じていますか
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1.   1年次で生物、物理、化学などの補習を行っている

2.   講義・実習の出席を厳しくチェックしている

3.   進級／卒業試験不合格者に補講を行っている

4.   学生にテューター・メンターを付けている

5.   学年担任が責任をもって指導している

6.   医学部全体の教務委員会で対策を講じている

7.   教育担当部門が対策を検討している

8.   国家試験対策の授業を行っている

9.   その他

（校）

（回答71校）

５． 貴学で講じている、「学生の学力低下」に対する

対策に該当するものをお選びください
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６．最近５年間の、１年生の留年者数

P<0.047 
vs 平成19年

全国53校 （ 国立 30 、公立 2 、私立 21 ）

入学者に対する
留年者の比率
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7．最近５年間の、2年生の留年者数
全国53校 （ 国立 30 、公立 2 、私立 21 ）

+ 168名
H20年定員増
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８．最近５年間の、3 ～ 6年生の留年者数

全国53校 （ 国立 30 、公立 2 、私立 21 ）
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９．最近５年間の、１年生の休学者数
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全国50 校 （国立 28 、公立 2 、私立 20 ）

人
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+ 168名
定員増

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
休学者は、平成２０年の１年生の定員増後は増加



１０．最近５年間の、１年生の退学者数

（ 国立 28 校、公立 2 校、私立 20 校 ）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
退学者は、平成２０年の定員増後は１年生で増加傾向
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１１．「前期一般選抜試験の最終合格者」の
センター試験の平均点と最低点（％）の推移

全国39校（ 国立 30 、公立 6 、私立 3 ）

P<0.001 
vs H19年

P<0.01 
vs H19年
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１２．センター試験を採用していない大学の「一般選抜
入試最終合格者」の平均点と最低点（％）

（ 私立 8 校 ）
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１３．最近５年間の、4年次学生、共用試験

ＣＢＴ 平均点と最低点（100点満点）の推移
点 全国72校 （ 国立 37 、公立 6 、私立 29 ）
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１４．最近５年間の、4年次学生、共用試験

OSCE 平均点と最低点（100点満点）の推移

全国52校 （ 国立 33 、公立 4 、私立 25 ）



１５．最近５年間の、6年生の在籍数（4月時点）、
国家試験現役合格者数（翌年3月）
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6年在学生

医師国家試験合格者

合格率

全国78校 （ 国立 42 、公立 8 、私立 28 ）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
国家試験合格率には大きな変化は見られない。



（参考データ）

駿台予備校の模試データ

（駿台予備校提供）



61.1

60.2 * 

59.8 * 
59.6 * 

58.5 

59.0 

59.5 

60.0 

60.5 

61.0 

61.5 

62.0 
偏差値

All data represent mean ± SEM.
time-series analysis 
(1st order Autoregressive process)
* p < 0.01 vursus H 19

国公立大学50校の前期一般枠合格者の
駿台予備校模試偏差値の推移

+ 168名

+ 693名 + 360名

定員増

定員増
定員増

平成19      平成20                    平成21                平成22

註： グラフ作成と統計処理は、本WGの後藤英司委員による。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
国公立大学50校の前期一般枠合格者の予備校模試偏差値の推移。有意に低下している。前期一般枠以外のデータはない。



（参考データ）

我が国の１８歳人口と

医学部入学定員の推移について

（入学難易度の推移）
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18歳人口
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8923 8923 8923 8923

120万

H23

「18歳人口」、「医学部入学定員」の推移と

「入学者1人あたりの18歳人口」 の推移

（ *   H39年の18歳人口は、厚生労働省人口動態統計によるH21年の確定出生数107万人を代用。）

（ **  H52年、H62年の18歳人口は、国立社会保障・人口問題研究所の出生中位予測による。）

*

H39 *       H52**     H62**

人



S41年

入学定員

3,560人

18歳人口千人あたり
入学者

（1.4 / 1000人 ）

18歳人口何人に
1人が入学するか

1 / 699人

S56年 8,280人 （5.1 / 1000人）1 / 194人

H19年 7,625人 （5.9 / 1000人）1 / 170人

H23年 8,923人 （7.4 / 1000人）1 / 134人

（新設医大設置）

（削減時）

（増員後）

18歳人口

249万人

161万人

130万人

120万人

入学定員増と18歳人口の減少により、医学部入学の難易度は年々
低下している。 H23年ではS40年代の1/5以下になっている。

H39年 8,923人 （ 8.3 / 1000人）1 / 120人107万人

(11,000人) (10.3 / 1000人)(1 / 97人)*
* 鈴木寛文部科学副大臣の提唱する入学定員（ ）



調査結果のまとめ
１．全国の医学部教員が、最近「学生の学力が低下してい

る」と考えており、様々な対策を講じている。

２．平成２０年の定員増後、１年次および２年次学生の留年
者数が増加し、休学者や退学者数も増加傾向を示してい
る。定員増以前ではそのような傾向は見られない。留年者
は、当該年次の進級試験の成績不良者であり、学力低下
の証の一つである。

３．前期一般枠合格者の学生のセンター試験、一般試験、予
備校の模擬試験の成績でも、平成20年以降いずれも低下
傾向を示している。

４．過去5年間のCBT、OSCEの成績（4年次学生）、国
家試験の合格率等（卒業生）には、明らかな変化は
見られない。H20年以降の入学定員増の影響が強く
示唆される。



１．医学部学生の学力は、平成20年の入学定員増以降、明
らかに低下傾向を示しており、将来の我が国の医師の質
の低下が強く危惧される。

２．過去4年間の入学定員増は、約1,300人（定員100人の大
学13校分）であり、医学部入学への難易度は、平成23年
現在、18歳人口の134人に1人の入学者、1,000人あたり
7.4人の医師養成数であり、昭和40年代の18歳人口約700
人に1人、1,000人あたり1.4人の医師養成数に比べ1/5以
下に低下している。医師養成数はすでに高いペースに達
しており、厚生労働省の試算によると、いずれ、近い将来
医師過剰となることが予測されている。

３．これ以上の急激な医学部入学定員増は学生の学力低下
を一段と加速することが懸念され、政府には、定員増に対
する慎重な対応を強く求めたい。

結 語
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